




 

〔目的〕 

 グリコーゲンホスホリラーゼ(Ph)の組織化学的染色法を改良する目的で以下

の基礎的研究を継続した。すなわち、組織化学的 Ph 活性は死後急速に低下する

が、これは細胞内 Ph 活性そのものの低下ではなく、死後細胞内グリコーゲンが

急速に消失し、しかも外来グリコーゲンがほとんど細胞内に入り込まないため、

プライマーグリコーゲンの欠除によることが前報で報告された。従って、組織

化学的 Ph 活性の染色には、細胞内に容易に入り込める低分子性のオリゴ糖を用

いるか、プライマーなしのグリコーゲン合成能でみるさの二つの可能性が考え

られたが、われわれは、ディスク電気泳動法による Ph アイソザイムの研究中に

プライマーなしのグリコーゲン合成活性を有する胎児型(F)の単量体の存在を

発見した。この活性は AMP(1～3mM)、硫酸ソーダ(0.5～0.7M)の存在下で、グル

コース 1－燐酸からグリコーゲンを合成するものであった。そこで種々の組織

について、この条件下での組織化学的活性を調べたところ、特に筋肉組織で胎

児型とは関係なくこの活性をみとめたので、その機構解明を試みた。 


